
    
 

第第第第4444回回回回    
CSSCSSCSSCSSのののの「「「「適用順適用順適用順適用順」」」」とととと「「「「上書上書上書上書きききき」」」」のののの特性特性特性特性をををを賢賢賢賢くくくく使使使使うううう    
 

前回、前々回の2回にわたって説明したセレクタを使い、スタイル指定のためのプロパティを覚えれば、もうCSSを使って

デザインやレイアウトを行うことができます。しかし、ただやみくもにセレクタを追加していっては、不要なセレクタや重複し

たスタイルが増えたり、意図したCSSがうまく適用されなかったりといったトラブルを招きます。それを避けるために、CSS

が持つ「適用順」や「上書き」という特性を覚えておきましょう。 

（解説：こもりまさあき） 

 

 

CSSCSSCSSCSS、、、、そのそのそのその名前名前名前名前にににに秘密秘密秘密秘密がががが隠隠隠隠されているされているされているされている    
 

CSSは本来「Cascading Style Sheet（カスケーディング・スタイル・シート）」という言葉を略したものです。実はここにCSS

の秘密が隠されています。 

 

「Cascade（カスケード）」という単語は、縦列、連続させる、のように「繋げていく」という意味を持っています。CSSによるデ

ザインやレイアウトの表示は、スタイル（セレクタ）を連続して繋げていった結果なのです。つまり、そこには記述されてい

るスタイルを読み込み、どう処理するかの決まり事（手順など）がなければなりません。セレクタを作ってスタイルを記述

すれば確かにデザインは適用されますが、ただ思いつくままに書いていっては、CSSの処理手順の関係で意図した結果

が得られないといった事態を招きかねません。このCSSの特性として代表的なものに「適用順」と「上書き」があり、ここか

らはそれぞれの特性を紹介しておきましょう。 

 

 

CSSCSSCSSCSSのののの「「「「適用順適用順適用順適用順（（（（優先順位優先順位優先順位優先順位）」）」）」）」をををを覚覚覚覚えようえようえようえよう    
 

では、最初に「適用順（優先順位）」について解説しましょう。 

 

CSSではセレクタをひとつのスタイル適用の単位として、縦方向に連続して記述していきます。スタイルシートのファイル

で上から下に順番にセレクタが記述されていれば、当然上から下へ順番に読み込まれていくということです。 

 

ですので、仮に同じ名前のセレクタが上下に存在していれば、後に説明する「上書き」の特性と相まって、下のスタイル記

述の方が優先され適用される結果になります。下に記述した同名セレクタの存在に気付かず、上に記述したセレクタ内

のスタイルだけを変更した場合、いつまで経っても画面上に修正内容が反映されないといったことになります。特にCSS

デザインに慣れないうちは、知らず知らずのうちに同名セレクタを作ってしまうケアレスミスが多いので気をつけましょう。 

 

【図1】 

 

 

 

 



【図2】 

 

 

 

同じセレクタが存在している場合、スタイルの適用順は上から下に、つまり下の同名セレクタの内容が優先的に適用される特性がある。

例のように「h2」という同じタイプセレクタが上下に存在した場合、文字色を黒にするために上のh2セレクタに「color: #000000;」と記述して

も、下のh2セレクタに「color: #ff0000;」がある限り文字色はずっと赤のままだ 

 

適用順の問題は記述の順番だけではありません。前々回説明した「タイプセレクタ」、「idセレクタ」、「classセレクタ」という

基本セレクタにも実は優先順位が存在しているのです。 

 

この3つのセレクタの中で最も優先順位が高くなるのは、idセレクタになります。idセレクタはピンポイントでHTML中の特

定の場所を指示することができるため、特別なスタイルを優先的に割り当てるにはうってつけということからも理解できる

でしょう。classセレクタも特定の場所に対してスタイルを適用できますが、classセレクタはHTML内の異なる要素に対して

複数適用でき、優先順位はidセレクタよりも下がります。優先順位が一番低いタイプセレクタは、ページ内に何度も出てく

る可能性の高いタグそのものにスタイルを適用するため、優先順位は低いといえるでしょう。 

 

これら3つのセレクタを使い子孫セレクタなどと組み合わせた場合、どれが優先されるかは点数式でチェックすることが可

能です。一般的に「idセレクタ＝100点」「classセレクタ＝10点」「タイプセレクタ＝1点」という点数をあたえ、子孫セレクタな

どの場合にどこが優先され適用されるかを判断可能なのです（*1）。 

 

*1：これは別の言葉で「セレクタの個別性」という言い方をすることもあります。点数が高くなればなるほど、優先度が高く

なる（＝個別性が高くなる）ためスタイルをピンポイントで適用できると考えれば良いでしょう 

 

【図3】 

 

セレクタの種別によって優先順位をわかりやすく表すために図のような計算式が用いられることも多い。単純なセレクタではなく、子孫セ

レクタのように複数のセレクタでひとつのセレクタとなるものは、その合計値になるため点数も高くなり優先度があがるというわけだ  

 

【図4】 



 

 

 

単純に記述順の上下だけで適用順が決まるというわけではない。「上から下に適用される」という記述順だけで判断すれば、この例の記

述では文字色が黒になりそうだが、この場合は赤になる。idセレクタやclassセレクタ、タイプセレクタにはその優先順位があり、優先順位

が高いスタイルが適用されるという特徴がある。これらのセレクタを点数式で表すと、「h2#pTitle」セレクタは「101点」、「h2」セレクタは「1

点」ということになり、どちらが優先されるかといえば点数の高い「h2#pTitle」の記述の方が優先される 

 

このようにCSSでは、上から下へという単純な記述順による適用順とセレクタの持つ優先順位が絡み合って、実際のWeb

ページのデザインやレイアウトとして形作られるということを覚えておきましょう。 

 

 

もうひとつのもうひとつのもうひとつのもうひとつの特性特性特性特性、、、、上書上書上書上書きをうまくきをうまくきをうまくきをうまく利用利用利用利用しようしようしようしよう    
 

前述した適用順（優先順位）と合わせて覚えておきたい特性のひとつが「上書き」の特性です。同名セレクタがある場合

は、先ほど説明したように下にある方が優先的に適用されます。つまり、同じ要素を示すセレクタが複数存在する場合、

下にあるセレクタに対して同じスタイル指示で別の値を記述すれば、結果として後から出てきたスタイルが適用されま

す。これがCSSの持つ「上書き」の特性です。最初にボーダーの指定、次にフォントの指定という風に全く異なるスタイル

を記述した場合は、「最初のスタイル＋次のスタイル」という風に最初のスタイルに次のスタイルが追加され、両方のスタ

イルをもった装飾ができるというわけです。 

 

この上書きの特性は、例えば次のような場合に有効に使えます。グループセレクタでいくつかの任意の要素にあらかじ

め同じスタイルを適用します。その後、必要に応じて適用順もしくは優先順位を利用したセレクタを作ってスタイルを上書

きして別のスタイルにしたり、さらにほかのスタイルをプラスしたりという使い方が可能です。このようにすれば、セレクタ

ごとに同じスタイル記述を何度も行う必要がなくなり、無駄が省けます。CSSに慣れてきたら、とりあえずセレクタを作って

書けばいいという考えを捨てて、適用順や上書きの特性を使ってスリムなCSSを書けるような練習をしてみましょう。 

 

【図5】 

 

 



 

上書きの特性を使えば、グループセレクタで同じスタイルをひとまとめに設定した上で個別のセレクタで上書きしてしまう方法が使える。こ

の例の場合、h2要素には最初にグループセレクタのスタイルが適用される。続けて個別のh2セレクタで文字色だけが上書きされるため、

文字色は赤になっている。p要素も同様、グループセレクタで指定された文字色がpセレクタで上書きされオレンジになる。そして最終的に

class属性のあるdiv要素内のpだけ、優先順位の高い「div.entries p」の内容が適用され、異なるフォントサイズになっているのだ 

 

 

ここまでの回で実際のCSSを使ったデザインにはいる前に知っておきたいCSSの基本的な知識として、セレクタの話と

CSSの持つ特性の話をしてきました。いきなり用語の説明から入ってしまいましたが、次回からは個々のスタイル指定の

プロパティなどを覚えながら、実際にCSSをどう書いていけばよいか、順を追って説明していく予定です。 

 

 

PointPointPointPoint 

・CSSは記述順やセレクタの種別による優先順位があるということを忘れずに 

・適用順や上書きの特性を活かして、少ない記述でスタイルを適用しよう 


